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18 号記事 －Ｔさんの住居改善特集－

 ■ きっかけと自立に向けて

 ■ 車いすで快適な生活を送るために

 ■ Ｔさんと両親からのコメント

　　両親を楽にしてあげたい・できるだけ自立したい ‒車イスＴさんの住居改善 ‒

■住居改善相談のきっかけ

両親による、ほぼ全介助の住生活を送っていた

Ｔさんが両親の介護負担も心配して、できるだけ

自立的な生活を送れるようにと、市の窓口に相談

したことから住居改善はスタートしました。

■聴き取り、現地調査

市の作業療法士 ( ＯＴ ) と市の委託を受けてい

るＮＰＯの建築士２名にてＴさん宅にうかがい、

ご家族ともども要望を聴き取って建物の間取や状

況を確認しました。Ｔさんは出生時に、何らかの

要因で、筋肉の動きをつかさどる脳の運動野に受

けた損傷により四肢機能に障がいがあり、幼少期

から身体の機能維持の為、リハビリに週１回通っ

ています。

■要望の概要

【Ｔさん】できる限り自立した生活をしたい。

・住居内から外出まで車いすで自由に移動したい。

・自分の部屋がほしい。( 現在 両親と同じ寝室 )

・トイレの動作など→可能な範囲で自立したい。

【両親】介護負担を軽減したい

・駐車スペースが敷地内にほしい。（車での外出時

に近隣の現況駐車場では不便）

・耐震改修と断熱性能の向上も検討したい。

・台所を広くして，キッチンを新しくしたい。

■問題点

・各部屋において床・敷居などに段差が多く、畳

中心の間取で便所、浴室への移動は常に介助が

必要。車いすでの生活ができない。

・玄関から道路までは大きな段差が連続している。

両親がＴさんを抱き上げて、道路にある車いす

まで移動するため、介護負担が大きい。

・Ｔさんが自分でできる生活動作を、現況の住居

では活かせない。

以上の問題点を踏まえた上で、ＯＴが日常生活

動作を確認。作成したアセスメント表を基本に改

善策・計画の検討へと進んでいきます。

※改善内容の詳細は見開きのページへ

■連携－「住まい」の再構築－そして自立へ

ＯＴを中心に連携を図り、シミュレーションを

重ねながら改善案を検討しました。例えば、便所

はショールームで実寸の広さを再現して、便器へ

寄りつくスペース・便器の高さ・手すりの位置な

どを検討しましたが、最終的に現場で動作を再確

認した結果、移乗用の手すりは右手、左は肘で手

すりを支持することで、動作が安定することがわ

かり、異なる高さに２か所設置しました。

愛着のある「住まい」を再構築したいＴさん家

族、それに応えたいみんなの想いが相乗効果とな

り、より良い住居改善に繋がったと思います。計

画途中、住み替えの話もありましたが、Ｔさんの

育った住まい・近隣環境への熱い想いが、この住

居改善を実現させたと想います。この関わりから、

自立センターで働くＴさんにＮＰＯの名刺を依頼

するようになり、私の事務所まで名刺を持参して

くれた時は嬉しく思いました。Ｔさんの社会活動

の広がりと意欲の向上は、この住居改善を機に高

まっています。

初回の聴き取り風景



　事務局からのお知らせ

　住居改善後の日常生活の変化について ‒ Ｔさん・両親のコメント ‒  

福祉・医療領域と連携した私たちの仕事
□住居改善相談、アドバイス、設計、監理　　　　□住宅の計画、設計、監理

□集合住宅、住施設、高齢者・障害者に配慮した各種建築の計画、設計、監理

□その他の建築、まちづくりに関するのアドバイス、調査、計画、設計、監理
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下記ホームページにもアクセスして下さい。福医建研究会、快居の会の紹介をしています。

URL：http://fuku-i-ken.net/

■Ｔさん

こんにちは。私は車いすに乗っていますが、両

親が歳をとってきたので、住居の改善をしなくて

はなりませんでした。私は住んでいる市の作業療

法士に相談をしたところ、「快居の会」を紹介して

くれました。建築士２名作業療法士の皆さん７人

で、私のために、いろんな事を検討して決めてく

れました。打ち合わせでは沢山の希望を建築士に

ぶつけました。その結果、私の希望が住宅に活か

されました。

特長についてご紹介をします。特に、家の中は

全部引き戸にしてくれたことです。そこで、私は

ドアの引手を２つ付けてもらうように提案をしま

した。引き戸を、一回で開け閉めすることは車い

すでは難しく、途中で送りこみが必要で、持ち手

を切り替る必要があります。二か所あれば、無理

のない体勢で、開閉できます。建築士に相談した

結果、このアイディアは具体化しました。

このような対策を３カ月かけて相談をし、工事

が着工しましたが、両親には心配が付きまといま

した。それは、完成時に、100％私が使用出来るか

どうかです。

しかし、今では快適に生活ができていることが

証明しております。心ある専門家の提案は本当に

大切だと思います。

■両親

自宅改造後、３年目を迎えようとしております。

息子の行動は朝の起床から就寝まで、改造前は両

親である私たちの介助なしでは移動から日常生活

のすべての面で必要としていたものが、かなりの

部分まで自分で行動していくことができてきまし

た。

日常行動生活の面で自立化が進むと、行動面だ

けでなく精神面でも意識の改革が進んで、積極性

が高まり、いろいろな成長がみてとれるようにな

りました。たとえば毎日通っているセンターの仕

事でも、先頭に立って業務を遂行することが目立っ

てきて、責任感が生まれてきたようで、センター

の職員からの信頼も高まっているようです。

こうした結果は、業務をやりきるために必要な

責任感も生まれ、自身の健康にも気を使うことは

勿論、職場のメンバーのことを考えて仕事を段取

りすることまでに及んできました。

生活の一歩から始まり、以上のような仕事や健

康までに拡大して成長が進んでくることは、これ

まで望みにくかった前向きな考えや意欲も生まれ

ています。自立心が高まってきたことは、本当に

嬉しいことです。

今後はさらに積極的に取り組んでもらいたいと

思っております。
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